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による分析（分析 B）、分析 A と分析 B を併せた母親への支援プロセスの分析（分析 C）
の3段階でおこなっている。
　第4章は分析結果と考察である。保育所で保育士が母親を支援する際、「母としての母親」
「妻としての母親」「働く女性としての母親」に加えて、母親自身の親子関係である「子と
しての母親」という母親の4つの役割に対して、担任保育士と所長保育士や主任保育士が
分担しながら関係構築にかかわっていることを明らかにしている。
　TEM 図の分析により、母親の養育態度の改善には、「子としての母親」が肯定的な感
情で満たされることが必要であった。「子としての母親」が肯定的な感情を抱けるように
なると、子どもや子育てを受け入れることが可能となり、また、母親自身が自分らしさを
見出して、自分らしく子育てを取り込んでいくことができる。母親の養育態度の改善は、
養育態度を改善させるための情報提供や指導などで実現したのではなく、母親が自分らし
く子育てを取り込むことの結果としてもたらされたのであったということを明らかにして
いる。これは、これまでの不適切な養育態度を教育的な指導によって変更させるという指
導方法よりも、母親自身が自己変化した結果として子育てする主体へと変貌することが重
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要であることを示しているとされる。
　第5章では、結論として保育所における子育て課題を持つ母親への支援の視点と方法が
展開されている。保育所における子育て課題を持つ母親への支援の視点として、保育士に
は母親を捉える際に「子としての母親」への視点が欠かせない。「子としての母親」が肯
定的であるために保育士は寄り添いをするが、その際保育士は、母親が子育てで抱いてい
る否定的な感情に共感して、母親から受け入れられることの重要性を認識する必要がある。
母親との共感的な関係は、母親からの共感によって構築され、子どもを保育し日常的に母
親とかかわることができる場であるからこそ、より深い関係が築ける。保育士からの日常
的で肯定的なかかわりにより、母親は保育士に共感し、価値観の軌道を合わせるかのよう
にして保育士のかかわりを受け入れ、行動を選択していくということが明らかにされた。
　また、保育所における子育て課題を持つ母親への支援の方法としては、支援に有効な関
係を構築するためには、一面的なかかわりではなく、母親の役割ごとへの寄り添いが必要
であり、「母としての母親」とかかわっていても、子育て課題の要因が「子としての母親」
にあるのなら意図的にそこにかかわり、母親が心地よいと感じるアプローチが求められる。
そのためには、母親の役割ごとに異なる心地よい関係を、立場の異なる保育士が連携し、
かつ重なり合うようにして構築することが有効である。「母としての母親」には担任保育
士が、一方「子としての母親」には所長保育士や主任保育士がかかわるだけでなく、「妻
としての母親」「働く女性としての母親」には、担任保育士が「親和的」（同士のようなか
かわり方）であるのに対し、所長保育士や主任保育士は「包容的」（母親の語りにある「お
母さんのような」かかわり方）であることで、母親は全体として心地よさを感じることが
できるようになることが示された。つまり、保育所にいる立場の違う保育士が、チームで
支援にかかわることができることで、その支援が有効になっていくことが明らかになった。
　子育ての課題は母親と子どもとの関係に限定した問題ではない。また「母としての母親」
だけの問題でもない。本研究が対象とした母親のように、保育士に支えられて自分自身を
変えながら子育てをし、共感的な子育てをすることで自分自身が変わっていくこと、そし
て自分らしさを見つけ、自分らしく子育てをしていくことで「社会との関係」を作り、孤
立しないで暮らしていくことが可能となるような支援が、保育所固有の母親への支援であ
り、保育所の役割であると結論づけられている。
　なお、本研究の限界と課題として、本調査インタビューイの母親は、Z 保育所や保育士
に対して信頼を抱いている者に限定されていることが述べられている。母親への支援は個
別性が高く、ここで分析にとりあげた事例とは異なる事例があることは当然であり、その
意味ではより一般的な類型化には限界があるとされている。
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【評価】
　以上、紹介してきた本論文に対する審査委員会の評価は次のとおりである。
　第1に、本論文の価値としては、保育所における実践例を、長期間にわたり保護者と支
援者の双方からヒアリングすることができ、またその結果を実践者と保護者の双方に
フィードバックして検証しながら、理論化する場を獲得することができたことが指摘でき
る。このことは、小川氏が、実践者としてもすぐれた取り組みと知見を有していることか
ら、その存在が好意的に受け入れられ、そのことによって、この研究が成立したことを示
している。おそらく、このように3年間にわたる調査に協力を得ることが許されなければ、
時間を追って理論化を試みるＴＥＭ図による分析は成立しなかったと思われる。この研究
が実践と一体化してまとめられたことは大きな成果である。本研究は調査実施保育所と保
育士に対して信頼感を抱いている人に限定されている。信頼観を抱いているからこそ調査
への協力が得られ、そうした事例を分析し、良き関係を分析することで、支援の方法を提
言することができた。
　第2に、これまで保育所は、多数の親子が利用する児童福祉施設として、仕事と子育て
の両立支援施設としての役割が期待されてきた。近年はそれに加えて子育て方法を助言す
る子育て支援の役割も期待されるようになっているが、現実に保育所を利用する子育て家
庭は、そこで想定されてきた子育て相談や課題よりもはるかに困難な子育て課題を抱える
親子であり、保育所ではそれに対する支援を求められている。これまで、保育所で言われ
てきた「あの先生が好き」「あの先生の支援は素晴らしい」という支援のプロセスを、そ
うした保育現場の実態に対応する新しい方法の提案として組み立てるために、実際に保育
所で行われた保育士による１０の支援事例を、ＴＥＭ図という時間を追って相互関係を整
理するという質的調査法の枠組みを使ってデータ化し、それをもとに保育所における有効
な支援理論を導き出すことができたことは高く評価できる．
　第3に、この実践の分析から、子育て課題をもつ母親が保育士の支援を受け入れるのは、
母親が子ども期に体験し、深く母親の心に刷り込まれた母親の自分自身の親子関係につい
て、その悲しみや苦しみに保育士が気付き、共感し、その結果、母親がその時の自分の母
親が抱いていた気持ちを知ることができた時に、新しい自分の母親との関係ができること
が示されている。言い換えれば、母親自身が子どもとしての気持ちから母親への移行がで
きることを明らかにすることができたことを示している。母親は保育士による教導によっ
て変化したのではなく、母親自身が自己変化した結果として子育てをする主体へと変貌す
ることが重要であることを示している。
　保育所の保育士には、子どもを受け入れることができなかった母親が、保育士の支援に
よって自分の多様な側面を自覚することを通して、女性として、母親として自分らしい子
育てをみつけていく過程を支えていくことが期待される。
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　第4に、本論文は、毎日親子が来る保育所であるがゆえにできる有効な支援方法を、こ
れらの実践の分析から引き出すことに成功し、提案できた。保育所は「これでいいのかな？」
と不安そうに保育士に語る母親に対して、「がんばっているね」「それでいいのよ」と一つ
一つ受け止めて応答するということを毎日繰り返すことができる施設である。母親が母親
である自分を受け入れていく経験に日々寄り添うことができることに、保育所の実践の特
徴があることを明らかにすることができている。この支援方法の発見は、今後の保育所に
期待される役割として大きな意味をもつ。
　第5に、保育所では、多様な職種が働き、保育士も多様な立場で利用者にかかわること
ができる。そうした多様な立場をとりうる保育士が、妻、母親、嫁、子、そして家庭から
離れて女性として多様な役割を果たす母親に対して、その役割ごとに支援者を変えながら
支援を展開することができる。筆者の言葉によると一面的なかかわりではなく、母親の役
割ごとへの寄り添いが必要であり、母親の役割ごとに異なる心地よい関係を、立場の異な
る保育士が連携し、かつ重なり合うようにして構築することが有効であることが明らかに
されている。
　第6に、ここで扱われている保育所は自治体が認可した保育所である。その認可保育所
に入所することにより、公的な社会福祉制度や医療、保健など多くのサービスとつながっ
ていくことができるようになる。さまざまな制度は利用者の意思が発生しなければ、多く
の場合利用には結びつかない。そうした意味で、ハードルの低い、保育所に入所するとい
うことが、様々なサービスとつながる第一歩となるということが明らかにされたことに意
味がある。
　なお、審査委員会では次のような意見が出された。
　第1に、ＴＥＭ図による分析された１０事例すべてがここに整理された理論枠組みに収
まるかということについては、それぞれの事例をより多面的に分析してほしい。調査上の
限界が分析結果に影響しているのであれば、そのことをこの研究の限界として踏まえてほ
しい。
　第2に、保育所保育の中での母親への支援の理論化について、踏みこんでほしい。
　第3に、地域における子育てがそれぞれの家庭だけでは解決ができない状況になってい
る現代にあって、支援の中心を担う保育所が様々な子育て支援機関とどのように連携をと
りながら困難な子育てを支援していくのかということを、保育所の役割や様々な機関との
関係の取り方などについて、さらに分析を深めてほしい。
　しかし、これらの意見は、著者の今後の課題とされる事柄であり、本論文に対する評価
を損なうものではないことが確認された。
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【審査結果】
　以上、本論文の内容と学位審査委員会における議論を要約したところであるが、審査委
員会は厳正かつ公平な審査の結果、全員が一致して、小川晶氏の論文『保育所における子育
て課題を持つ母親への支援の視点と方法－保育士による母親への支援プロセス分析から－』
は、博士（社会福祉学）の学位を授与するに値する水準ならびに内容を持つ論文であると
の判断に達したので、ここにその旨報告する。
